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課題 名
1８果樹苗木の無毒化技術

ｶﾝｷﾂ類の熱処理及び茎頂接ぎ木併用によるｳｲﾙｽﾌﾘｰ化条件
分類 ①

試験研

究年次 ６２～２年（繰り上げ完了）

ウイルス病の中の温州萎縮（ＳＤＶ）・カンキツモザイク（CiMV）.
テザ（CTV）を対象に、熱処理と茎頂接ぎ木の併用法による無毒化
ウイルスフリー樹の育成推進を図る。
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わせたウイルス無毒化法で無毒化の効率を高めるに
以上行い０．７mm以下の頂芽を摘出して用いるのが望
るには、‘摘出する頂芽の大きさをできるだけ小さく
加で補うのが良い。

は平均５３．５～５６％で、摘出する茎頂の:大きさが大きいほど
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のウイルス無毒化率は、試;験区の平均がSDVは８６％、CiMVは８５％、CTVは
摘出した茎頂の大きさが小さいほど高率であり、熱処理期間が長い程高

_合わせた無毒樹育成率は、茎頂摘出サイズでは０．３１～０．７

伸長していないものが多く摘出サイズの条
無毒樹育成率共に頂芽に比べ低い。

主要成果の概要
熱処理ｊと茎頂接ぎ木を組み合わせたウ
、供試樹の熱処理期間を３０日以上行い
しい。また、早期育成をはかるには、
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熱処理による落葉障害は、処理後91Ｃ
ウイルス別の無毒樹育成率は、ＳＤＶｌ

的低い（２７％）。さらに、CTVの無毒イ
毒化されることから、CTVの無毒化が１
で無毒化される。

Ⅲ

９０日以降で発生する。

VとCiMVが同程度（４７～４９％）で、CTVは比較、率

は
ま
し
１
２
３
４
５
６

CTVの無毒化が確認された個体の９８％がSDVやＣｉＨＶも無
CTVの無毒化が可能な条件ではSDVやCiMVも極めて高い確率
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Ⅳ主要成果の具体的データ。

第１表ウイルス無毒樹育成率（２年）
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表芽の位置別活着率及びｳｲﾙｽﾌﾘｰ樹育成率（２年）第２

芽 位置項目ＳＤＶＣｉＭＶＣＴＶ区平均
％ 、 ％ ％ ％

頂芽活着率６２６３６１６２

．._….一…育成塁--…_亜____…_里________型_______奴_・
賊芽 １活 着率３８３９３９３８

３８３５１６．____________育成垂_…___…__．__________-.-..-..……_塑一
賊芽２活着率５６４１４２４６

育 成率３３３５１５２８

区平均活着率５７５５５３５５
育成率４９４５２７４０

第３表供試樹の熱処理による高温障害の発生（６３年）

褐変葉の発生８８ 日 以 降 ８ ８ ～ ９ ６ 日 以 降

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
茎頂接ぎ木の活着率は、台木の伸長程度や実施者の習熟度に大きく影響されるの

で留意する。
?

Ⅵ今後の研究上の問題点
台木の伸長程度や実施者の習熟度に影響されにくい、生長点培養技術の確立。
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